
空港・港湾における自衛隊の利用状況及び

安全保障における海上保安庁の役割
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平成２８年度～令和３年度の自衛隊艦船の利用実績：132回
（重要港湾以上125港中40港の合計）
【国土交通省調べ】

※自衛隊の専用施設の利用は除く
※○内の数字は利用回数

地方自治体等が管理する港湾における自衛隊の利用について
（平成28年度～令和3年度）
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国土交通省が管理している空港に隣接して自衛隊の
基地・駐屯地が存在し、自衛隊機が使用している空港（5空港※）

このほか、78空港において、自衛隊機の使用実績がある。

地方自治体が管理している空港に隣接して自衛隊の
基地・駐屯地が存在し、自衛隊機が使用している空港（3空港※）

【国土交通省調べ】

（平成28年度～令和3年度）
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平成28年度～令和3年度の自衛隊機の着陸実績：116,831回
（全89空港中86空港の合計）
うち自衛隊が隣接する8空港（※）で全体の9割強を占める



国家安全保障における海上保安庁の役割
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